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 我々は「面不斉を有するヘテロ環化合物」という新しいキラル分子の創製と，それを活用した独自

の不斉合成法の開発について検討を行っている．その結果として先に，９員環ジアリルエーテル 1 や，

ジアリルアミン類 2 が室温下，安定な面不斉を有していることを明らかにするとともに，その面不斉

を中心性不斉に立体特異的に変換することに成功している．1,2) ただし，これらの面不斉化合物は，そ

の 1,5-ジエン骨格ゆえに熱的に不安定であり，不斉反応剤や不斉合成素子としての利用に制限があった． 
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そこで今回，我々は 2 の Z-アルケン部位を芳香環に代えたヘテロ環化合物 3 および 4 を設計し，その

合成と立体化学挙動を精査した．その結果，これら含芳香環型中員環アミドにも，室温下安定な面不

斉が存在することが，また，これらの化合物が熱的に安定であることを見出した．さらに，ピリジン

環を有するアミド 4 の立体化学的安定性が，酸の添加によって著しく変化することを見出した．発表

時には，これら新化合物の立体化学挙動の詳細について議論するとともに，不斉合成素子としての応

用についても言及する． 
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